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名古屋⾼速道路
（仮称）栄出⼊⼝、

丸⽥町JCT⻄渡り線・南渡り線の新設
事業概要

〜都⼼へのアクセス向上の取組み〜
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はじめに

名古屋⾼速道路は、令和３年５⽉に全線開通した名古屋第⼆環状⾃動
⾞道（名⼆環）と⼀体となって放射環状網を形成する⾃動⾞専⽤道路で
す。平成25年11⽉に現計画延⻑81.2㎞が開通し、名古屋都市圏におけ
る経済活動の礎を担っています。

また、今後予定されているリニア中央新幹線の開業に併せ、⾼速道路
ネットワークの充実と安全・安⼼・快適な道路サービスの向上を図るこ
とで、進化する元気な名古屋都市圏を⽀えていくことが求められていま
す。

現在、都⼼へのアクセス向上を図るため、（仮称）新⻩⾦出⼊⼝の追
加及び（仮称）新洲崎出⼊⼝の設置にかかる事業を進めており、さらに
令和３年３⽉には、（仮称）栄出⼊⼝の設置、丸⽥町JCTへの⻄渡り線
及び南渡り線の追加に関する都市計画変更の告⽰がなされました。

この都市計画変更を受けて令和３年度中の事業化に向け、都市計画事
業認可取得の⼿続きを進めているところです。

つきましては、事業化に向け、本冊⼦「事業概要」を沿線の皆様⽅に
配布し、当事業に対して、より⼀層のご理解を深めていただきたいと考
えております。今後とも、皆様⽅のご理解を得るよう努⼒してまいりま
すので、よろしくご協⼒をお願いいたします。
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路線名称 １・４・５号⾼速１号線
（⾼速１号）

１・４・６号⾼速２号線
（⾼速２号）

起 点 名古屋市中区⼤須三丁⽬

終 点 名古屋市中区新栄⼀丁⽬及び
中区千代⽥五丁⽬

延 ⻑ 約 300m約 1,900m
設計速度 30km/h、40km/h
⾞ 線 数 線⾞１線⾞１
標準幅員 ｍ05.6ｍ05.6

事業施⾏期間 令和３年度〜令和１０年度（予定）※ 令和３年度〜令和１０年度（予定）※

※⾼速道路の完成⽬標は令和９年度

事業計画の概要
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車
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東海JCT 

飛島JCT 

六番北 

（仮称）新洲崎出⼊⼝

（仮称）新⻩⾦出⼊⼝

（仮称）栄出⼊⼝、丸⽥町JCT
⻄渡り線・南渡り線

40km/h

名古屋市中区新栄⼀丁⽬

名古屋市中区千代⽥三丁⽬

春日井I.C 
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事業の⽬的

⾼速道路出⼊⼝及び渡り線の追加によるアクセス向上

●（仮称）新洲崎出⼊⼝の設置により、名古屋駅東⽅⾯とのアクセス向上
●（仮称）新⻩⾦出⼊⼝の追加により、名古屋駅⻄側とのアクセス強化
●（仮称）栄出⼊⼝の設置、丸⽥町JCT⻄渡り線・南渡り線の追加により、名古屋駅との

アクセス向上、栄・⼤須エリアの利便性向上、都⼼環状線の渋滞緩和

⼊⼝出⼝

追加
出⼝

丸⽥町
JCT
丸⽥町
JCT
丸⽥町
JCT

新洲崎
JCT
新洲崎
JCT
新洲崎
JCT

追加
⼊⼝

既存
⼊⼝

既存
出⼝

（仮称）新⻩⾦
出⼊⼝

⻄渡り線

事業化予定箇所

南渡り線
（仮称）栄出⼊⼝

（仮称）新洲崎
出⼊⼝

東側区
間

名駅⼊⼝

錦橋出⼝

丸の内出⼝

都⼼環状線

東⼭線

万場線

都
⼼
環
状
線

都
⼼
環
状
線

名
古
屋
駅

東新町⼊⼝

東新町出⼝

⽩川⼊⼝

⽩川出⼝

出⼝
⼊⼝

椿
町
線

笹島線

新設出⼝凡例 新設⼊⼝ 新設渡り線

名古屋⾼速道路は、名古屋市都⼼部への交通の円滑な流出⼊を促すとともに、
平⾯街路の混雑緩和、地域の交通環境の改善や安全性・快適性の向上等の役割を
担っています。

今後予定されているリニア中央新幹線の開業に向け、⾼速道路のネットワーク
をさらに充実し、都⼼部へのアクセス性の改善や利便性の向上等を図るため、令
和元年度に「⻩⾦出⼊⼝付近への出⼊⼝の追加」と「新洲崎JCTへの出⼊⼝の設
置」にかかる都市計画が、令和２年度に「栄出⼊⼝の設置」と「丸⽥町JCTへの
⻄渡り線及び南渡り線の追加」にかかる都市計画の変更が⾏われました。

既に事業化されている（仮称）新⻩⾦出⼊⼝の追加や（仮称）新洲崎出⼊⼝の
設置に併せて、（仮称）栄出⼊⼝、丸⽥町JCT⻄渡り線及び南渡り線に係る事業
を推進することにより、名古屋駅とのアクセス向上、栄・⼤須エリアの利便性の
向上及び都⼼環状線の渋滞緩和を図ります。
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栄・⼤須エリアの利便性向上
都⼼部の⼀般道路の交通負荷軽減１

整備効果：栄出⼊⼝の設置、丸⽥町JCT⻄渡り線・南渡り線

栄エリア栄エリア栄エリア

⼤須エリア⼤須エリア⼤須エリア

N

名
古
屋
駅

栄出⼝整備前凡例 栄⼊⼝整備前 整備後

東新町出⼝

丸の内⼊⼝

丸の内出⼝

錦橋出⼝

⽩川出⼝

⽩川⼊⼝

新洲崎
出⼝

新洲崎
⼊⼝

東別院出⼝

吹上⻄
出⼝ 吹上東

⼊⼝

吹上東
出⼝

吹上⻄
⼊⼝

栄出⼝

東新町⼊⼝
名駅⼊⼝

東別院⼊⼝

栄⼊⼝ 丸⽥町JCT

新洲崎JCT

⻄渡り線

南渡り線

● 栄出⼊⼝の整備効果

 新たに栄出⼊⼝を設置することで、⾼速出⼊⼝の選択肢が増え、より⽬的地に近い
出⼊⼝から最適なルート選択が可能となります。また、⾛⾏距離や所要時間の短縮に
より、栄・⼤須エリアの利便性が向上するとともに、都⼼部の道路の交通が分散するこ
とで⼀般道路の交通負荷軽減に寄与します。

⽬的地に近い⾼速出⼊⼝を
選択することで、周辺の交通
が分散し、⼀般道路の負担
軽減につながります。

⽬的地までの⾛⾏距離
や所要時間が短縮でき、
栄・⼤須エリアの利便性
が向上します。
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名古屋駅とのアクセス向上
都⼼環状線の交通負荷軽減２

の追加による効果

 丸⽥町JCTに⻄渡り線を設置することで、北⽅⾯から東⼭線への通⾏が可能となる
ため、都⼼環状線の南回りを経由せず、名古屋駅⽅⾯へのアクセスが可能となります。
 また、丸⽥町JCTに南渡り線を設置することで、都⼼環状線の北回りを経由せず、名
古屋駅⽅⾯から中部国際空港をはじめとする南⽅⾯へのアクセスが可能となります。
 これにより、都⼼環状線の交通が東⼭線に転換することで、都⼼環状線の渋滞解消
に寄与し、定時性・速達性の向上が期待されるとともに、交通事故等による交通規制が
発⽣した場合の代替機能が確保されます。

時計回り
⼀⽅通⾏

N

名
古
屋
駅

転
換
転
換
転
換

新洲崎
⼊⼝

新洲崎
出⼝

錦橋出⼝
名駅⼊⼝

栄出⼝

栄⼊⼝

明道町JCT
東⽚端JCT

丸⽥町JCT

鶴舞南JCT

⼭王JCT

新洲崎JCT
南渡り線

東⼭線

都
⼼
環
状
線

● 南渡り線の整備効果

整備前    整備後
主要な渋滞箇所

凡例    

名古屋駅⽅⾯から南⽅⾯へ向かう
際、都⼼環状線（北回り）の⾛⾏が
不要となります。

中部国際空港をはじめとする南⽅⾯
へのアクセス性が向上します。

・東⼭線に交通が転換し、都⼼環状
線の渋滞解消につながります。

・交通規制の際に代わりとなるルート
が確保されます。

都
⼼
環
状
線

時計回り
⼀⽅通⾏

N

名
古
屋
駅

転
換
転
換
転
換

新洲崎
出⼝

新洲崎
⼊⼝

錦橋出⼝名駅⼊⼝

栄出⼝

栄⼊⼝

明道町JCT
東⽚端JCT

丸⽥町JCT

鶴舞南JCT⼭王JCT

新洲崎JCT

⻄渡り線
東⼭線

● ⻄渡り線の整備効果

整備前    整備後
主要な渋滞箇所

凡例

名古屋駅⽅⾯へのアクセス性が向上
します。

名古屋駅⽅⾯へ向かう際、都⼼環状線
（南回り）の⾛⾏が不要となります。

・東⼭線に交通が転換し、都⼼環状
線の渋滞解消につながります。

・交通規制の際に代わりとなるルート
が確保されます。
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N

拡⼤図（P11、12）

拡⼤図（P9、10）

栄出⼝

若宮⼤通

若宮⼤通

⽩川公園

国
道
 

号
19

⼤
津
通

本
町
通

久
屋
⼤
通

概 要 図（広域） （仮称）栄出入口、丸田町JCT 

※今後の設計、協議、調整などにより変更することがあります。

⽮場町
交差点

栄三
交差点

⼤須三
交差点

若宮⼤通
久屋（⻄）
交差点

⾄⾄ 

名
古
屋
駅

名
古
屋
駅

⾄ 

名
古
屋
駅

⾄ 

新
洲
崎
新
洲
崎

JCTJCT

⾄ 

新
洲
崎

JCT

⻄

栄⼊⼝

①栄⼊⼝ 完成イメージ
  （若宮⼤通久屋東交差点北⻄⾓から南東を望む）

新設する橋桁の塗装色等については、今後検討して
いきます。

新設する橋桁の塗装色等については、今後検討して
いきます。

②栄出⼝ 完成イメージ
  （⽮場町交差点 南東⾓から北⻄を望む）

栄出⼝

1

2
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0m 50m 100m 200m 300m

丸⽥町JCT

広⼩路通

錦通

⼤須通

鶴舞公園

新
堀
川

千
郷

千
早

町
線

空
港
線 南

渡
り
線

⻄
渡
り
線

栄⼊⼝

丸⽥町
交差点

松ヶ枝南
交差点

⽡町
交差点

1・4・5 高速1号線（名古屋高速道路 東山線）

1・
4・

6 
高
速
2号

線
（
名
古
屋
高
速
道
路
 都

心
環
状
線
）

1・
4・

6 
高
速
2号

線
（
名
古
屋
高
速
道
路
 都

心
環
状
線
）

西渡り線・南渡り線 平面図

栄出⼝    栄⼊⼝    ⻄渡り線    南渡り線           既存の⾼速道路

JR
中

央
線

鶴舞公園前
交差点

若宮⼤通
久屋（東）
交差点 堀留

交差点 栄五
交差点

料金所

⾄⾄ 

⾼
針
⾼
針

JCTJCT

⾄ 

⾼
針

JCT

⾄ 鶴舞南JCT⾄ 鶴舞南JCT⾄ 鶴舞南JCT

⾄ 東⽚端JCT⾄ 東⽚端JCT⾄ 東⽚端JCT

東3

③丸⽥町JCT ⻄渡り線・南渡り線 完成イメージ
 （上空から南⻄を望む）

栄⼊⼝

栄出⼝

南渡り線

⻄渡り線

東⼭線

都⼼環状線

⾄鶴舞南JCT

⾄東⽚端JCT

⾄⾼針JCT
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0m 50m 100m

N

若宮⼤通

若宮⼤通

⽩川
公園

久
屋
⼤
通

本
町
通

⼤
津
通

栄出⼝

概 要 図（拡⼤）

※今後の設計、協議、調整などにより変更することがあります。
※路面高とは、地表面からの高さを示しています。

歩道に橋脚を設置する区間は、既存の植栽帯の活用等により、歩行者及び自転車の通行に必要な
幅員を確保するとともに、既設の乗り入れ等に配慮します。

⽮場町
交差点

栄三
交差点

⼤須三
交差点

若宮⼤通
久屋（⻄）
交差点

（仮称）栄出入口、丸田町JCT 

⾄⾄ 

名
古
屋
駅

名
古
屋
駅

⾄ 

名
古
屋
駅

⾄ 

新
洲
崎
新
洲
崎

JCTJCT

⾄ 

新
洲
崎

JCT

⻄

堀留
交差点

南渡り線 勾配
約9.0％

約4m
（路面高）

入口→

縦断図（栄出口）

⽮場町
交差点

約5ｍ
（路面高）

勾配
約0.2％

勾配
約8.0％

約13ｍ
（路面高）

←出口

断面１

断面図１

歩道 歩道車道若宮大通公園車道

官民境界官民境界

（南）（北）

6.5m

19.0m

歩道 車道

官民境界

（北）
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200m 300m

丸⽥町JCT

料金所

新
堀
川

空
港
線

丸⽥町
交差点

⽡町
交差点

南
渡
り
線

⻄
渡
り
線

栄⼊⼝

1・4・5 高速1号線（名古屋高速道路 東山線）

1・
4・

6 
高
速
2号

線
（
名
古
屋
高
速
道
路
 都

心
環
状
線
）

1・
4・

6 
高
速
2号

線
（
名
古
屋
高
速
道
路
 都

心
環
状
線
）

栄出⼝    栄⼊⼝    ⻄渡り線    南渡り線           既存の⾼速道路

栄五
交差点

若宮⼤通
久屋（東）
交差点 堀留

交差点

西渡り線・南渡り線 平面図

⾄⾄ 

⾼
針
⾼
針

JCTJCT

⾄ 

⾼
針

JCT

⾄ 鶴舞南JCT⾄ 鶴舞南JCT⾄ 鶴舞南JCT

⾄ 東⽚端JCT⾄ 東⽚端JCT⾄ 東⽚端JCT

東

縦断図（栄入口）

栄五
交差点

料金所
⻄渡り線

勾配 約3.0％

約18m
（路面高）

断面２

断面３

断面図２

歩道車道若宮大通公園

官民境界

（南）

19.0m 6.3m6.6m

6.5m

断面図３

歩道 歩道車道若宮大通公園車道

官民境界官民境界

（南）（北）

19.0m

6.5m6.5m 7.0m

6.5m
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0m 50m 100m

N

久 屋 ⼤ 通

概 要 図（拡⼤）

料
金
所

丸⽥町
交差点⽡町

交差点
⻄渡り線

栄
⼊

⼝

1・
4・

5 
高
速
1号

線
（
名
古
屋
高
速
道
路
 東

山
線
）

1・4・6 高速2号線（名古屋高速道路 都心環状線）

※今後の設計、協議、調整などにより変更することがあります。
※路面高とは、地表面からの高さを示しています。

若宮⼤通
久屋（⻄）
交差点

栄五
交差点

若宮⼤通
久屋（東）
交差点

堀留
交差点

（仮称）栄出入口、丸田町JCT 
⾄

 東
⽚

端
JC

T
⾄

 東
⽚

端
JC

T
⾄

 東
⽚

端
JC

T

北

断面４

栄⼊⼝

勾配
約5.1％勾配

約0.5％
勾配

約0.5％

約16ｍ
（路面高）

約21ｍ
（路面高）

縦断図（南渡り線）

南渡り線 栄⼊⼝

丸⽥町JCT

東⼭線

約13ｍ
（路面高）

勾配
約0.5％

縦断図（西渡り線）
←

←

21.8m6.5m

中央分離帯
車道歩道 車道 歩道

官民境界

(東）

官民境界

(西）

断面図４
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200m 300m

新 堀 川
松ヶ枝南
交差点丸⽥町JCT

空港線

⼤
須

通

南渡り線
1・4・6 高速2号線（名古屋高速道路 都心環状線）

栄出⼝    栄⼊⼝    ⻄渡り線    南渡り線           既存の⾼速道路

鶴舞公園前
交差点

西渡り線・南渡り線 平面図

⾄
 鶴

舞
南

JC
T

⾄
 鶴

舞
南

JC
T

⾄
 鶴

舞
南

JC
T

南

歩道に橋脚を設置する区間は、既存の植栽帯の活用等により、歩行者及び自転車の通行に必要な
幅員を確保するとともに、既設の乗り入れ等に配慮します。

断面５

断面６　

⻄渡り線
都⼼環状線

東⼭線

丸⽥町JCT
勾配

約1.1％

勾配
約4.9％

約32ｍ
（路面高）

約15ｍ
（路面高）

勾配
約1.4％

約11ｍ
（路面高）

約15ｍ
（路面高）

12.8m 10.3m

7.0m

中央分離帯

車道歩道 車道 歩道

官民境界官民境界

(東）(西）

断面図５

16.0m

6.5m
官民境界官民境界

中央分離帯

車道歩道 車道 歩道

(東）(西）

断面図６
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事業の流れ

都市計画決定

⼯事着⼿

完成・供⽤開始

整備計画⼤⾂許可

都市計画事業認可

⼯事説明会

事業説明会

R3.3.10

R3.8中旬

●道路網等の都市計画を決定します。

●整備に着⼿する事業について県市議
会の議決ののち国⼟交通⼤⾂の許可
を受けます。

●都市計画事業について国⼟交通⼤⾂
の認可を受けます。

●事業計画の概要、環境保全対策等に
ついての説明会を開催します。

●⼯事に着⼿する前に、⼯事⽅法等に
ついての説明会を開催します。
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環境保全対策について

（2）排ガス対策

（1）騒⾳対策

（3）振動対策

（4）テレビジョン電波受信障害対策

（5）⽇照阻害対策

（6）その他

本事業の実施にあたり、事前に環境影響の予測を⾏い、必要な対策の検討を
しました。⼤気質・騒⾳については環境基準を、振動については要請限度を満
⾜するよう、環境保全対策を適切に実施してまいります。

今回の出⼊⼝や渡り線が設置される区間について、必要に応じた遮⾳壁の
設置や低騒⾳舗装の敷設などの環境保全対策を実施します。また、環境保全
のために道路構造による対策のみならず、⾃動⾞への騒⾳規制等の発⽣源対
策も重要であるため、関係者とともに取り組んでまいります。

基礎杭等を地中の強固な地盤に到達させ、振動の軽減に配慮します。また、
道路⾯の凹凸を少なくするなど、供⽤後の維持・管理に努めてまいります。

⼆酸化窒素及び浮遊粒⼦状物質については、環境基準を満⾜する予測結果
となっておりますが、引き続き沿道環境の保全に留意してまいります。また、
⼤気質の環境改善は、⾃動⾞への排出規制等の発⽣源対策をはじめ、広域的
かつ総合的な施策によることが重要と考えているため、関係者とともに取り
組んでまいります。

テレビジョン電波受信障害対策については、⼯事完成前に調査を⾏い、本事
業の実施により出⼊⼝や渡り線を設置することで新たに障害が発⽣する可能
性がある区域について、建設事務次官通知「公共施設の設置に起因するテレ
ビジョン電波受信障害により⽣ずる損害等に係る費⽤負担について」の趣旨
に基づき、受信障害の改善対策を講じます。

本事業の実施により出⼊⼝や渡り線を設置することで、現状より⽇照が著し
く阻害される可能性がある住宅については、沿線の状況と合わせ、⼯事完成前
にあらためて調査を⾏い、建設事務次官通知「公共施設の設置に起因する⽇
影により⽣ずる損害等に係る費⽤負担について」の趣旨に基づき対応してま
いります。

供⽤後の沿道環境の把握については、⾃動⾞交通量等の推移を⾒つつ、必要
に応じて事後の環境測定を実施すること等により、その状況把握に努めます。
その結果、さらなる環境保全対策上の措置が必要な場合には、関係機関の協⼒
を得て適切な対応に努めます。

また、景観については、沿道地域の特性に配慮した設計を進めてまいります。
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環境予測結果について

環境予測については、丸⽥町JCT
北側(予測断⾯A)、南側(予測断⾯B)、
⻄側(予測断⾯C)において、騒⾳・
⼤気質・振動の予測を実施しており
ます。

以下に予測箇所と予測断⾯を⽰し
ます。

予測断⾯A

⾼欄+遮⾳壁1m ⾼欄+遮⾳壁1m
⾼欄+遮⾳壁2m

⾼欄+遮⾳壁1m
⾼欄+遮⾳壁1m⾼欄+遮⾳壁2m

北側 南側

官民境界

西側

官民境界

東側都⼼環状線（既設） 都⼼環状線（既設）

東⼭線（既設）

官民境界

西側

官民境界

東側

官民境界

官民境界

予測断⾯C

予測断⾯B

凡 例

新設出⼝
新設南渡り線

新設⼊⼝

新設⻄渡り線

予測断面Ａ

予測断面Ｂ

予測断面Ｃ

NN

※遮⾳壁の⾼さは、道路の構造や地域の状況、現在⽴地する住居の位置を
 踏まえて設定しているため、今後⾼さが変わる場合があります。
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騒⾳

⼤気質

振動

予測結果

予測項⽬ 予測位置 予測断⾯Ａ 予測断⾯Ｂ 予測断⾯C 環境基準⻄側 東側 ⻄側 東側 北側 南側
⼆酸化窒素

(ppm) 官⺠境界
(1、2階相当)

0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.04〜0.06
以下

浮遊粒⼦状物質
(mg/m3) 0.049 0.049 0.049 0.049 0.049 0.049 0.10以下

予測位置 予測⾼さ 時間区分 予測断⾯A 予測断⾯Ｂ 予測断⾯C 環境基準⻄側 東側 ⻄側 東側 北側 南側

官⺠境界

3階以上
昼間 70 69 67 68 65 65 70
夜間 63 63 61 62 59 60 65

2階相当
昼間 66 66 66 66 66 65 70
夜間 62 62 62 62 60 60 65

1階相当
昼間 66 66 67 67 66 65 70
夜間 62 62 62 62 60 60 65

官⺠境界
から20m

2階相当
昼間 58 58 55 55 55 55 65
夜間 53 53 50 50 48 49 60

1階相当
昼間 58 58 55 55 55 55 65
夜間 53 53 50 50 48 49 60

予測位置 時間区分 予測断⾯Ａ 予測断⾯Ｂ 予測断⾯C 要請限度
⻄側 東側 ⻄側 東側 北側 南側

官⺠境界
昼間 48 48 48 48 47 47 70

夜間 46 46 46 46 43 44 65

※ 騒⾳の予測結果は、昼間は6時〜22時、夜間は22時〜6時の等価騒⾳レベル（LAeq）を⽰します。
※ 環境基準は「騒⾳に係る環境基準」に基づき、官⺠境界は「幹線交通を担う道路に近接する空間」の基準値、

官⺠境界から20mは「道路に⾯する地域」の基準値を⽰します。
※ 予測⾼さ3階以上の騒⾳値は、その範囲の最⼤値を⽰します。

※ 振動の予測結果は、昼間は7時〜20時、夜間は20時〜7時の振動レベル（L10）の最⼤値を⽰します。
※ 要請限度は、「振動規制法」に基づき、⾮住居系の⽤途地域である「第2種区域」の要請限度値を⽰します。

（単位：dB）

（単位：dB）

※ ⼤気質の予測結果は、環境基準と⽐較するために⼆酸化窒素が1⽇平均値の年間98％値、浮遊粒⼦状物質が1⽇
平均値の年間2％除外値を⽰します。

※ 環境基準は「⼤気汚染に係る環境基準」に基づく基準値を⽰します。

令和9年度を対象とした予測の結果、環境基準（騒⾳、⼤気質）及び要請限度（振動）を
満⾜することを確認しました。
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⼯事について

（2）⼯事中の環境対策・安全対策

（1）⼯事概要

名古屋⾼速道路の建設⼯事の実施にあたっては、環境⾯、安全⾯に⼗分留意
します。⼯事に着⼿する前にはあらためて⼯事説明会を開催し、詳細な説明を
⾏います。ここでは、名古屋⾼速道路公社の標準的な⼯事の概要及び⼯事中の
環境対策等について説明します。

名古屋⾼速道路の建設⼯事は、⼀般的に橋桁等を⽀えるための橋脚・基礎等
を建設する下部⼯事と橋桁の架設及び床版を建設する上部⼯事とに分けられ
ます。

建設⼯事に⽀障となる地下埋設物（⽔道管、下⽔道管等）の移設⼯事や準備
⼯事を⾏った後、下部⼯事、上部⼯事を順次⾏います。

これを標準的に図⽰すると、右図のようになります。なお⼯事期間中は、⾞
線の減少や切り回し等が⽣じる場合があります。

⼯事の実施にあたっては、できるだけ騒⾳や振動の少ない機種及び⼯法を採
⽤し、騒⾳規制法、振動規制法及び県⺠の⽣活環境の保全等に関する条例等
における建設⼯事に関する法的規制を遵守します。

⼯事中の安全対策については、歩⾏者等の安全に⼗分留意し、要所には交通
誘導員を配して、事故の防⽌に努めます。
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施⼯の⼀例

✂
キ

リト
リ線

（
仮

称
）

栄
出

⼊
⼝

、
丸

⽥
町

JC
T⻄

渡
り

線
・

南
渡

り
線

の
新

設
に

関
す

る
事

業
ご

意
⾒

・
ご

質
問

住
所

⽒
名

電
話

番
号

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
適
正
に
管
理

す
る
と
と
も
に
、
他
の
目
的
に
使
用
・
提
供
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
は
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人

が
特
定
で
き
る
形
態
で
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

●本事業についての資料を
お届けしましたが、ご意
⾒・ご質問がございまし
たら、右のはがきに記載
の上、令和3年10⽉15⽇
までに、当公社へお送り
ください。

※橋脚毎にそれぞれ施⼯⽅法は異なります。

④⼟留⼯を施⼯します。
⑤⼟留内の⼟を掘削します。
⑥基礎部を施⼯します。
次に掘削部の埋戻しを⾏い、④⼟留⼯を撤去
します。
⑦橋脚本体（柱・梁）を施⼯します。
②フェンスを撤去します。

⼯事の⽀障となる⽔道管や下⽔道管等の①地
下埋設物移設を⾏います。また、各種の準備
⼯事を⾏います。
⼯事箇所に②フェンスを設置し⼯事区域を確
保します。
③基礎坑を施⼯します。

⑧橋桁、⑨防護⼯を架設します。
⑩床版、⑪⾼欄、⑫舗装を施⼯します。
⑨防護⼯を撤去します。
⑬歩道部・⾞道部の街路復旧整備を⾏いま
す。

歩道⾞道⾞道

①

③

歩道⾞道⾞道

歩道⾞道⾞道歩道

歩道

歩道

⑦

⑤
⑥
④

⑨
⑧

⑫ ⑩⑪

⑬

②

②

既設

既設

既設
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要
）

✂

109

〒453-0804
名古屋市中村区⻩⾦通7-28-1
（名古屋⾼速道路公社⻩⾦ビル）
TEL 052-756-5975
FAX 052-756-4714

名古屋⾼速道路公社

名古屋市中村区⻩⾦通 ７ｰ   ｰ１

   名古屋⾼速道路公社⻩⾦অঝ

28

名古屋⾼速道路公社

 都⼼॔ॡ७५事業部 事業第⼆課 ⾏
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